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中
札
内
村
農
業
委
員
憲
章

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

農
業
・
農
村
の
代
表
と
し
て
、

　
　
　
　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
実
現
に
努
め
、

　
　
　
　
　

国
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

食
料
の
自
給
率
と
自
給
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、

　
　
　
　

適
正
な
農
地
行
政
に
努
め
、

　
　
　
　
　

優
良
農
地
の
確
保
と
効
率
利
用
を
進
め
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

農
地
利
用
の
最
適
化
を
め
ざ
し
、

　
　
　
　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の

　
　
　
　
　

発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

認
定
農
業
者
や
新
規
参
入
者
等
の
意
欲
あ
る
担
い
手
の

　
　
　
　

育
成
・
確
保
と
経
営
支
援
を
強
化
し
、

　
　
　
　
　

農
業
・
農
村
の
持
続
的
発
展
に
努
め
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

暮
ら
し
と
経
営
に
役
立
つ
情
報
の
収
集
・
提
供
に
努
め
、

　
　
　
　

活
力
あ
る
農
業
と
農
村
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
五
日
制
定
●
●
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農地賃貸料情報
　平成30年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃貸料水準（ 10a当た
り）は、次のとおりとなっています。
締結（公告）された地区名 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） 件　　　数

中札内全域 8,000 9,000 6,500 33

農地の移動状況等を公表します！
（平成30年４月～平成31年１月末）

　平成30年度（平成31年１月末現在）における農地の移動状況等についてお知らせします。

法 令 名 有償・無償 移転区分 件　数 面積（㎡） 備　考

農地法第３条

※相対契約等による農地の賃貸借、使用貸借、売買、贈与

有　償
所有権移転 H30 5 78,755

H29 3 6,281

利用権移転 H30 5 119,300
H29 15 778,734

無　償
所有権移転 H30 4 319,211 贈与H29 1 268

利用権移転 H30 0 0 使用貸借H29 4 515,066

農地法第４条
※権利の移転・設定を伴わない農地転用

無　償 H30 2 3,809 バンカーサイロ、鶏舎他
H29 3 1,524 尿溜槽、倉庫、乾燥庫等

農地法第５条

※権利の移転・設定を伴う農地転用

無　償
所有権移転 H30 0 0

H29 0 0

利用権移転 H30 3 66,354 砂利採取、遊技地
H29 1 19,530 砂利採取

基盤強化法

※あっせんによる農地の賃貸、売買等

有　償
所有権移転 H30 7 367,350 あっせんによるH29 7 408,863

利用権移転 H30 28 1,473,894 あっせんによるH29 65 3,158,486

無　償
所有権移転 H30 0 0 贈与H29 0 0

利用権移転 H30 0 0 利用権移転H29 2 105,364

合　　　　　計 H30 54 2,428,673
H29 101 4,994,116

※上記には、北海道農業公社に係る買入、売渡を含む。

※下段は、前年同期の数値

※平均額の百円未満は切捨
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ご存じですか？ 民法（相続法）が改正されます！！

預貯金の払戻し制度が創設されます！
2019年7月1日施行

　現行の制度では、相続された預貯金債権も遺産分割の対象財産に含まれるため、共同相続人
による単独の払い戻しはできず生活費や葬儀費用、ローンの返済などの資金需要がある場合に
不都合がありました。
　そこで今回の法律改正により、遺産分割前であっても預貯金債権の一定割合を払戻しを受け
ることができるようになります。（以下出典先：法務省ＨＰから）

現行制度

改正によるメリット

平成28年12月19日最高裁大法廷決定により、
①　相続された預貯金債権は遺産分割の対象財産に含まれることとなり、
②　共同相続人による単独での払戻しができない、　　　こととされた。

遺産分割が終了するまでの間は、相続人単独では預貯金債権の払戻しができない。

生活費や葬儀費用の支払、相続債務の弁済
などの資金需要がある場合にも、遺産分割
が終了するまでの間は、
非相続人の預金の払戻しができない。

次男

被相続人
預金

払戻し不可

長男
葬儀費用支払のための

資金需要

○
○
銀
行

○○銀行

⑴　家庭裁判所の判断を経ずに払戻しが受けられる制度の創設
　遺産に属する預貯金債権のうち、一定額については、単独での払
戻しを認めるようにする。
（相続開始時の預貯金債権の額（口座基準））×1／3（当該払戻しを
行う共同相続人の法定相続分）=単独で払戻しをすることができる額
（例）預金600万円　→　長男100万円払戻し可
※ただし、1つの金融機関から払戻しが受けられるのは150万円まで。

⑵　保全処分の要件緩和
　仮払いの必要性があると認められる場合には、他の共同相続人の
利益を害しない限り、家庭裁判所の判断で仮払いが認められるよう
にする。（家事事件手続法の改正）

　遺産分割における公平性を図りつつ、相続人の資金需要に対応できるよう、預貯金の
払戻し制度を設ける。
　⑴預貯金債権の一定割合（金額による上限あり）については、家庭裁判所の判断を　
　　経なくても金融機関の窓口における支払を受けられるようにする。
　⑵預貯金債権に限り、家庭裁判所の仮分割の仮処分の要件を緩和する。

次男

被相続人
預金

払戻し可
OK

長男
葬儀費用支払のための

資金需要

○
○
銀
行

○○銀行
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　中札内村の農地転用については、農業委員会が許可申請を受付・審査の後、北海道が許可を行っ
ていましたが、今後は4ha以下に限り、北海道に代わって中札内村（農業委員会）が許可を行
います。なお、農地転用面積が4haを超えるもの及び２市町村以上の区域にわたる申請はこれ
までどおり、北海道知事許可になります。（申請書の提出は、中札内村農業委員会へ）

　また、農用地区域内の開発行為（農業用施設用地内での施設建設など）の許可についても北
海道から中札内村へ権限委譲されます。

●農地転用許可の手続き

●農用地区域内の開発行為の手続き

　※�これまで申請してから許可を受けるまでの標準的な期間は60日（そのうち北海道知
事の経由期間は10日）となっていましたが、４月１日から権限委譲により許可にか
かる標準的な期間が50日となります。（手続きが10日程度短縮されます。）

◉平成31年４月１日から
「転用面積が４ha以下（２市町村以上の区域にわたる転用除く。）」
の許可申請に限り、中札内村（農業委員会）の許可になります。

農地転用許可に関する農地法の事務・権限の一部が
北海道から中札内村（農業委員会）へ移譲されます！

申請者
申請

答申諮問

許可書交付
農業委員会 北海道知事

権限委譲後は
手続省略北海道農業会議

意見

許可書

申請者
申請

許可書交付
中札内村 北海道知事

権限委譲後は手続省略

意見

許可書



農 委 だ よ り 第 36号（5）平成 31 年 3月 26 日発行

　

十
勝
農
業
委
員
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
十
勝
管
内

の
農
業
委
員
会
会
長
・
職
務
代
理
・
事
務
局
長
視
察

研
修
会
が
二
月
十
五
日
（
金
）
Ｊ
Ａ
帯
広
か
わ
に
し

の
農
産
物
加
工
処
理
施
設
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
帯
広
市
川
西
農
業
協
同
組
合
の
有
塚

利
宣
組
合
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
十
勝
農
業
の

黎
明
期
か
ら
今
日
、
そ
し
て
未
来
に
向
け
て
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
今
年
で
開
拓
か
ら
百
三
十
七
年
目

を
迎
え
る
十
勝
地
域
に
つ
い
て
、
道
内
十
四
振
興
局

で
は
唯
一
「
民
」
が
開
拓
し
て
き
た
歴
史
か
ら
「
十

勝
人
ほ
ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛
で
開
拓
魂
が
思

想
的
強
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
地
域
は
な
い
。」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
十
勝
農
業
に
お
け
る
大
き
な
改
革
期
に
つ

い
て
、
第
一
の
改
革
期
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
政

府
に
よ
る
不
在
地
主
農
地
の
買
上
げ
に
よ
る
小
作
人

へ
の
売
渡
制
度
の
改
革
で
あ
り
、第
二
の
改
革
期
は
、

構
造
改
革
に
よ
る
十
勝
に
お
け
る
水
田
か
ら
畑
へ
の

転
換
、
寒
地
農
業
に
向
け
た
輪
作
体
系
へ
の
転
換
期

で
あ
り
、
第
三
の
改
革
期
は
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
時
代
で
あ
り
、
今
後
に
向
け
て
は
、
食
糧
の
安

心
・
安
全
の
更
な
る
追
求
や
食
糧
基
地
十
勝
と
し
て

災
害
へ
の
備
え
が
重
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
各
農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
に
向
け
て
は
、「
十

勝
は
最
先
端
の
生
産
地
帯
、
十
勝
人
と
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
気
概
を
も
ち
、
十
勝
農
業
に
誇
り
が
持
て

る
よ
う
努
め
る
の
が
使
命
。」
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
く
貴
重
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
施
設
見
学
で
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
説
明
を

い
た
だ
き
な
が
ら
長
芋
の
洗
浄
・
選
別
施
設
に
お
け

る
生
産
工
程
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
保
管
・
出
荷
作
業

を
見
学
す
る
な
ど
、
大
変
充
実
し
た
視
察
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

十勝管内農業委員会会長・職務代理者・事務局長視察研修会

帯広市川西農業協同組合にて長芋洗浄選別施設等を視察

JA職員による施設説明の様子

ロボットによる出荷作業の様子

有塚組合長による講演の様子

長芋洗浄作業の様子
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南
十
勝
農
業
委
員
等
研
修
会
に

七
十
八
名
が
参
加
！

●毎週金曜日発行
●購読料　　　１カ月　７００円（税込）
　お申込みは、農業委員又は農業委員会へ

〈
広
　
報
　
委
　
員
〉

委
員
長
　
堀
　
口
　
政
　
澄

委
　
員
　
島
　
次
　
孝
　
至

委
　
員
　
水
　
崎
　
保
　
好

委
　
員
　
小
　
山
　
秀
　
樹

委
　
員
　
真
　
野
　
盛
　
昭

　
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
36
号

�

発
行
　
平
成
31
年
3
月

　

南
十
勝
農
業
委
員
会
連
絡
協
議

会
主
催
に
よ
る
南
十
勝
農
業
委
員

等
研
修
会
が
今
年
度
は
本
村
が
当

番
村
と
し
て
二
月
六
日
～
七
日
の

二
日
間
、
帯
広
市
内
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
テ
ラ
ス
帯
広
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
に
は
南
十
勝
五
町
村
か

ら
農
業
委
員
及
び
事
務
局
職
員
あ

わ
せ
て
延
べ
七
十
八
名
が
参
加
し
、

本
村
か
ら
は
委
員
十
名
と
事
務
局

職
員
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
南
十
勝
の
農

業
委
員
会
が
持
ち
回
り
で
毎
年
開

催
し
て
い
る
研
修
会
で
、
農
業
委

員
の
資
質
向
上
と
委
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
日
目
の
研
修
会
で
は
、
昨
年

で
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
共
働

学
舎
新
得
農
場
代
表
の
宮
嶋
望
氏

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
十
勝
の

地
理
的
な
特
徴
を
活
か
し
た
農
業

へ
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
十
勝
平
野
の
地
理

的
特
性
や
水
や
微
生
物
な
ど
自
然

環
境
に
お
け
る
十
勝
の
優
位
性
の

ほ
か
、
品
質
を
重
視
し
た
チ
ー
ズ

づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
長
年

の
経
験
や
知
見
を
交
え
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
最
後

に
は
、「
地
理
的
特
徴
を
活
か
し

た
生
産
・
モ
ノ
づ
く
り
こ
そ
が
豊

か
な
十
勝
を
活
性
化
し
、
そ
こ
に

は
未
来
が
あ
る
」
と
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
講
演
で
は
、
有
賀
司

法
書
士
事
務
所
の
有
賀
真
理
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し
、「
民
法
（
相

続
法
）
の
改
正
解
説
な
ど
」
と
題

し
て
昭
和
五
十
五
年
以
来
、
大
き

な
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な
い
民
法

（
相
続
法
）
の
改
正
に
つ
い
て
事

例
を
交
え
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
時
間
で
は
、
身

近
な
テ
ー
マ
の
講
演
と
あ
っ
て
、

参
加
者
か
ら
も
多
数
の
質
問
が
出

る
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
活
動
報
告

人づくり、経営づくり、地域づくりに役立ちます

農業情報を
　分かりやすく
　　お伝えします！

そ
の
ほ
か
の
主
な
活
動

平
成
三
十
年
九
月
～
平
成
三
十
一
年
二
月

【
九
月
】

　
　
六
日
　�

議
会
・
農
業
委
員
会

合
同
作
況
調
査

　
十
八
日
　�

農
地
あ
っ
せ
ん
委
員

会
（
戸
蔦
地
区
）

二
十
五
日
　�

第
十
五
回
総
会

【
十
月
】

　
十
六
日
　�

農
地
あ
っ
せ
ん
委
員

会
（
新
生
地
区
）

二
十
五
日
　
第
十
六
回
総
会

【
十
一
月
】

　
十
三
日
　�

農
地
あ
っ
せ
ん
委
員

会
（
常
盤
、栄
地
区
）

　
二
十
日
　�

十
勝
農
業
委
員
会
連

合
会
講
演
会
及
び
地

区
別
農
業
委
員
等
研

修
会
（
帯
広
市
）

二
十
六
日
　
第
十
七
回
総
会

　
　
　
　
　
農
業
委
員
勉
強
会

【
十
二
月
】

　
　
一
日
　�
協
和
区
百
周
年
記
念

式
典
・
記
念
式
典

　
十
一
日
　�

農
業
者
年
金
協
議
会

代
議
員
等
研
修
会

（
池
田
町
）

二
十
五
日
　
第
十
八
回
総
会

【
一
月
】

二
十
五
日
　
第
十
九
回
総
会

　
三
十
日
　�

女
性
農
業
委
員
活
動

強
化
研
修
会
（
札
幌

市
）

【
二
月
】

六
～
七
日
　�

南
十
勝
農
業
委
員
等

研
修
会
（
帯
広
市
）

　
十
五
日
　�

十
勝
農
業
委
員
会
会

長
・
職
務
代
理
者
・

事
務
局
長
研
修
会

（
帯
広
市
）

　
十
九
日
　�

女
性
農
業
委
員
研
修

会
（
帯
広
市
）

　
二
十
日
　�

南
十
勝
農
業
後
継
者

担
い
手
対
策
研
修
会

（
幕
別
町
忠
類
）

二
十
一
日
　�

農
地
あ
っ
せ
ん
委
員

会
（
上
札
内
地
区
）

二
十
五
日
　
第
二
十
回
総
会

　
　
　
　
　
第
四
回
広
報
委
員
会南十勝農業後継者担い手対策研修会


